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　私は子どもが生まれてから10ヶ月の育児休業を取得し、ママと一緒に
子どもの成長を見守ってきましたが、３時間おきにミルクをあげたり、寝
かしつけで自ら寝落ちしたり、想像以上にハードな日々でした。
　今では感情が豊かになってきて、好きなもの、面白いものには満面の笑
みを返してくれます。（意に沿わないことからは全力で逃げます）
　育休は、子どもとの暮らしを考えた住まい・お金のことなど、これから
の人生を再考するいいきっかけにもなりました。
　子育てには想像以上にお金と体力がかかりま
すが、一方でこれまで知り得なかった行政や民
間のサービスも多くあることを知りました。子
どもと遊べる施設や、離乳食に使える食材の宅
配などは重宝しています。
　パパママ共に育休を取ることに躊躇いがある
かもしれませんが、幼い我が子と触れ合える時
間はかけがえのないものだと思います。
　一歩踏み出して職場に相談してみましょう！

パパ育休のススメ 県 男性職員
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　あれからはや20年。改革の甲斐あってかアヤカ、トモヤの２人とは、今
もかなりの「仲良し親子」です。私の人生、幸福量は右肩上がり。改革の先
には幸せが。さあ、あなたも扉を開いてみては。
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